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2広報とうえい 2024.６

　初夏の夜のひととき、美しい川が流れる東栄町では幻想的なホタルの世界が広がります。晴れた日
の夜には満天の星の下で、まるで流れ星のような美しいホタルの光を見ることができます。
　趣の異なる２つのホタル観賞エリアでのホタル観賞とまち巡りが楽しめるイベント「ホタルのさん
ぽ道」をお楽しみください。

開催期間／

開催時間／18：00～21：00
ホタル観賞推奨時間／
　　　　　19：30～21：00
会　　場／東栄町役場北側足込川沿い（ホタルの奥座敷コース）
　　　　　大千瀬川沿い（新橋付近～東栄町役場分庁舎付近）（ホタルのさんぽ道コース）
駐 車 場／ひだまりプラザ駐車場（東栄町大字本郷字大沼１-１）

2024年

２つのホタル観賞エリア
　じっくりホタル観賞を楽しめる「ホタルの奥座敷コース」、レンタルした提灯を片手にホタル観賞
とまち巡りを満喫できる「ホタルのさんぽ道エリア」と、趣きの異なる２つのホタル観賞エリアを
楽しめます。また、東栄町のホタルは天然ホタルのため、空高く飛翔し、大きな河川にも生息して
いるため、満天の星とホタルの共演、大千瀬川をゆったりと飛ぶホタルを楽しむことができます。

ホタルのさんぽ道とは 
　ホタルで地域を盛り上げることを目的に、平成28年に始まった観光イベントです。はじめは役場
北側の足込川流域のホタルを観賞するイベントで「ホタル観賞会」という名称でしたが、平成29年
からは「ホタルのさんぽ道」と名称を変え、令和元年から新たに「ホタルのさんぽ道エリア」を設
定し、ホタル観賞だけでなく、まちめぐりも楽しめるイベントに舵をきりました。新型コロナウイ
ルス感染症の影響により中止した時期もありましたが、令和４年は３年ぶりにイベントを開催する
ことができ、令和５年は４日間で約6,000人の来場者数を記録し盛大に開催することができました。
今年からは観光まちづくり協会、商工会青年部、役場経済課が協力して、「ホタルのさんぽ道実行委
員会」を立ち上げ、開催に向けて準備を進めています。

６月15日■～16日■
　　22日■～23日■

土 日

土 日
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3 広報とうえい 2024.６

ホタル観賞を安全に楽しむためのマナー
〇大きな声は他の来場者や住民の方のご迷惑になりますので、ホタルを見つけても大きな声を出さ
ないようにご注意ください。
〇路上駐車は近隣の方のご迷惑になりますので、車でお越しの方は指定された駐車場へ車をお停め
ください。
〇このイベントは地域住民の皆様のご理解のもと開催しています。ゴミは会場内の指定されたゴミ
箱へ捨てるか、責任を持ってお持ち帰りください。

夜店広場開催！ 
　2024年は、イベントに合わせてホタルのさんぽ道エリ
アと奥座敷エリアの間に位置する広場を活用して、飲食店
やキッチンカー、物販などの露店が並ぶ夜店広場を開催し
ます。
　ホタル観賞だけでなく、地元のグルメやグッズなども合
わせてお楽しみください。

町民の皆様にリストバンド引換券を配布します

問合せ先▶ホタルのさんぽ道実行委員会事務局　（一社）東栄町観光まちづくり協会　☎76‒1780

※イベントの開催期間中、車両通行止めになる区間があります。徒歩での観賞をお楽しみください。 
※イベントの詳細・ホタルの飛翔状況等については観光まちづくり協会ホームページをご覧ください。

★６月号広報誌と合わせて各世帯へリストバンド引換券を配布します。
★引換券に来場する世帯人数をご記入いただき、イベント当日に来場者受付で提出してください。
　会場内を自由に出入りできる目印となるリストバンドを人数分お渡しします。

※土曜日、日曜日ともに出店を行います。
※日曜日は出店者数が減少する場合があります。

ホタル観賞の注意事項

ホタル観賞ポイントは暗い
ので、懐中電灯を用意して
ください。
ただし、灯りは足元を照ら
すだけにしましょう。

ヘビが出る可能性や、虫刺
され、ヤマビルなどの心配
があります。
服装や履物にも注意しま
しょう。

ホタルの捕獲、または生息
している川の中へ入る等は
絶対におやめください。

ホタル保護のため、観賞ポ
イント周辺の草刈は行って
いません。
見づらい箇所もありますが
ご了承ください。
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空手教室皆勤表彰

　令和５年度、１年間休まず出
席した部員が表彰

されました。昨年度も、ご家族
や地域の方のご協

力により空手教室の継続運営が
できました。

　毎週月曜日の午後７時30分
から中設楽ふれあ

いプラザで稽古を行ってます。
一緒に稽古に励み

心身ともに成長を目指す部員募
集中です。

　ぜひ見学に来てください。

古戸おいでん家

　しだれ桜の満開の下「今年は桜の開花が早かっ
たね。」と談笑をしながら、弁当をいただきまし
た。お腹も満腹になったので「ラダーボール」競
技の開始です。ラダーボールは、４ｍ離れた枠に
ボールを投げ、得点を競うものです。「やった！」
と大きな声がこだまし
ました。最後は「春が
来た」の大合唱で終了
しました。「来年も是
非やってね。」という
言葉を参加者からいた
だきました。

健康づくり教室

　今年も毎月第２・４火曜日にロコモ体操を東栄保健福祉センターで実施しています。
　いつもより体を動かそう、家でできる体操を覚えよう、みんなと一緒に動けば楽しいと昨年１年間実施
して皆さんが感じていることです。
　４月はウォーキングを実施しました。
　今年もボール体操、マット運動、音楽体操など様々な内容で実施します。当日参加も可能ですのでお気
軽にお越しください。

問合せ先▶福祉課　☎76‒1815

お
知
ら
せ
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耳の聴こえサポート事業に取り組みます

耳の聴こえサポート事業

　町では、令和５年度に策定した「東栄町第２期地域包括ケア推進計画」に基づき、今年度の重
点項目として「耳の聴こえサポート事業」に取り組みます。
　聴き取る機能の衰えは65歳から急激に増加し、コミュニケーションや外出の機会の減少、知
識力や情報処理スピードの低下だけでなく、認知症に繋がる恐れがあるとされています。
　地域の高齢者の皆さんがいきいきと生活できるよう応援することは、町の活力を維持すること
にもつながります。今年度「耳の聴こえサポート事業」を町全体・各地区など様々な形で展開し
ていきます。広報誌・とうえいチャンネル・町ＳＮＳ等でお知らせしますのでぜひ皆さんご参加
ください。

　役場本庁・保健福祉センター・診療所窓口に、
聴力が低下した方とのコミュニケーションをサ
ポートするため会話の内容をモニターに表示させ
る音声認識機能のシステムを導入します。ぜひ一
度体験してみてください。

問合せ先▶福祉課　☎76‒1815

普及啓発

・耳の聴こえの勉強会
・ヒアリング
　サポーター養成

・聴力チェック
　データ分析
・アンケート調査

・聴力チェックの実施
・耳の聴こえの相談会

早期発見

早期対応フォロー
アップ

データ分析

・医療機関への受診相談
・音声認識システムの
　活用
・補聴器相談会
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とうえいコミュニティスクールが始まりました！
～とうえいっ子のため、無理なく楽しくを合言葉に～

６月は土砂災害防止月間です
【２０２４年キャッチフレーズ】「情報の確認、早めの避難」

　４月26日、第１回学校運営協議会（話し合いの場）を
開催しました。この日のテーマは、「小学校・中学校の運営
方針の承認」です。「ＯＫからLet’sへ」を合い言葉に、
熱心な意見交換がなされました。

「自立と自律の違いって何だろう？」
「昔と比べて住んでいる地域を意識していないのでは？」
「中学校卒業時にどんな姿に？」

　熟議を経て、運営方針を承認すると共に、大事にしたい
キーワードを右のように決定しました。
　これから、地域学校協働本部（活動の場）を中心に、
様々な取り組みが動き出します。このキーワードを共有し、
町全体で子どもたちとかかわっていくことをめざしていま
す。
※ＣＳコーディネーター：後藤理恵
　地域活動推進員：一野瀬泰根
　上記の二人が窓口となり、学校と地域のマッチングに努めます。
お気軽に声をかけてください。
※ＣＳ…コミュニティスクール

問合せ先▶教育委員会　☎76‒0509

　土砂災害防止月間とは、土砂災害防止に関する日本国民の理解と関心を深めるため、防災知識
の普及、警戒避難体制の整備等に関する各種運動を実施することにより、土砂災害による人命、
財産を守ることを目的とした期間です。
　土砂災害が発生しやすくなる梅雨時を目前にして、啓発活動を実施して災害に備えるために６
月としています。

　東栄町は、土砂災害警戒区域（イエローゾーン）が640箇所指定されており、その内土砂災害
特別警戒区域（レッドゾーン）が604箇所指定されています。土砂災害特別警戒区域に指定され
ると家の新築等に制限がかかります。
　東栄町防災ハザードマップ（黄色の冊子）により、自宅付近や各集会所又は避難所への経路に
おいて状況を確認しておきましょう。

●土砂災害警戒区域（イエローゾーン）とは
　　土砂災害が発生した場合、住民の生命または体に危害があると認められる区域です。
●土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン）とは
　土砂災害が発生した場合、建築物の損壊や住民の生命または身体に著しい危害があると認め
られる区域です。

※令和５年６月２日からの大雨においては、豊川市御津町において住宅が巻き込まれる土砂災害
が発生しましたが、事前の避難により人的被害を逃れる事が出来ました。

令和６年度のキーワード

小学校
ねらいある
活動で、
地域の人と
笑顔に！

中学校
地域の役に
立つことで、
ふるさとに
誇りを！
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　「8020運動」とは「80歳で20本以上の歯を保つ」という歯の運動です。厚生省（当時）と日本医師
会の呼びかけで始まった1989年の達成率は約10％でしたが、2016年以降の達成率は当初の目標50％
を超えています。
　高齢になっても自分の歯を20本以上保つことができれば、健康長寿につながります。生涯にわたって
いきいきと元気に過ごすためには、乳児の時からの口腔機能の発達に注意して適切なケアをすることが
大切です。むし歯は、治療が終わっても生活習慣が変わらなければ再発を繰り返します。歯周病は、自
覚症状なく進行し、自然に治癒することはありません。
　歯の喪失は40歳代からはじまります。8020を目指して歯や歯を支えるお口が元気な状態でいられる
ようにしましょう。

　食べる機能・話す機能の発達は、生まれた時から始まっています。ブクブクうがいや舌ベラの体操で
お口は健康を維持できます。

６月は歯の衛生月間～8020運動は乳児から～

あなたの意識で健康は維持できる！～とうえい健康マイレージ～

お子さん シニアの方
□ 歯磨きやうがいができない
□ 口の中に食べ物が残る
□ 口がいつも乾いている・唾液が少ない
□ 飲み込むときにむせる
□ 食事の時間が長くなった
□ 話が聞き取りづらいと言われた

□ 偏食する
□ 食べるのに時間がかかる
□ 遊び食い
□ 口から出す
□ 食事をゆっくりする機会が少ない
□ 家族がそろって食事をする機会が少ない

●こんな時にご利用ください●
「がんの不安や悩みを聞いてほしい」
「地域の医療機関の情報を得たい」
「がんの患者会に参加したい」
「同じがんの体験者と話したい」など

【しっかり噛めていますか？世代別チェックリスト】

参考資料：愛知県歯科医師会8020読本

とうえい健康マイレージ達成者（■ 用紙／■ アプリ）（人）

Ｒ元年度

60

40

20

0

お口の機能を高めるパタカラ体操

　とうえい健康マイレージが今年も５月から始まりました。とうえい健康マイレージとは、自
身で健康づくりの目標を立て、それを達成してポイントをためる健康づくり事業です。
　あなたが立てた目標を達成すると、１日１ポイントを獲得。これを100ポイントためると、
日常生活用品や東栄町の特産品をもらうことができます。

愛知県では、がんのピアサポーターによるがん患者さんとそのご家族を対象とした電話相談を行っています。

　令和５年度は、高齢者の方の参加者が増えま
した。アプリ参加者の方は、参加したものの達
成まで至らないケースが多いようです。チャレ
ンジシート（紙）は、自分で書いて意識づけで
きます。アプリは歩数計機能がついており、ラ
ンキング形式で他の参加者と競い合う面白さが
あります。

令和６年度　入札結果
入札月 業　種

委　託
工　事　名　等

簡易水道施設点検業務委託
業　者　名　等

長谷水道

計

落札金額（税抜）【千円】
3,480

委　託 東栄町簡易水道事業水質検査業務委託 一般財団法人中部微生物研究所 8,700
12,180

４月

問合せ先▶福祉課　☎76‒1815

問合せ・予約連絡先▶ＮＰＯ法人ミーネット事務局（受付：火～土　９時30分～17時）　☎052‒252‒7277

Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度

「がんサポートほっとライン」のご案内

番　号 052‒684‒8686
日　時 毎週火・木曜日と土曜日（月２回）※ご予約をお勧めします。
10時～12時（受付11時30分まで）／13時～16時（受付15時30分まで）
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数 学

　商品の品質やサービスに対する苦情、訪問販
売などによるトラブルが増えています。町では、
東三河広域連合消費生活相談窓口と連携し、タ
ブレット端末を活用して専門の相談員がトラブ
ルに遭った際のアドバイスや情報提供を行う、
オンライン消費生活相談を行っています。 
消費生活のことで少しでも不
安なことがあれば、ひとりで
抱え込まずにご相談ください。

　愛知県教育委員会では県民の皆さんの教科書
に対する理解や関心を深めていただくために、
県内29か所の教科書センターで教科書展示会
を開催します。
　展示会には投票箱を用意しますので、教科書
に対するご意見やご要望をお寄せください。

※開館時間、休館日などは、それぞれの施設の
規定によります。

８広報とうえい 2024.６

オンラインでの
消費生活相談を行っています

教科書展示会の開催

期　間
６月４日（火）～６月28日（金）　９時～16時相談先 役場経済課（☎76‒1812）

対応日時 月～金曜日 ９：00～16：30 最寄りの会場
新城図書館　　　　　　　☎0536‒23‒2333
設楽町田口小学校資料室　☎0536‒62‒0059

　災害への備えのために購入する、家庭用発電
機等購入補助金の申請受付を行っています。
　受付期限は令和７年２月28日（金）です。
※申請額に達し次第、受付終了させていただきます。

発電機購入補助金の
申請受付について

補助対象品目
町内販売事業者で購入した
家庭用発電機等（蓄電池含む）

補助対象者
東栄町内の事業所で補助対象品目を
購入した町民
※過去に本補助金を利用された方は申請できません。

補助金額
補助率 ……… 見積金額の１／２
上限額 ……… 50,000円

問合せ先▶総務課　☎76‒0501

　犯罪の抑止を図り、安心で安全なまちづくり
を推進することを目的に、防犯対策装置を購入
及び設置した費用の一部を補助します。
　受付期限は令和７年２月28日（金）です。
※申請額に達し次第、受付終了させていただきます。

防犯対策装置の購入費の
一部を補助します

補助対象装置
①区が設置する防犯カメラ
　※個人の設置は対象外
　※道路等の公共空間を中心に写すよう固定されたものに限る。
②特殊詐欺防止用電話機器等
③防犯用具
　※対象になる防犯用具は、町ホームページをご覧ください。

※②、③区分ごとで、
　１世帯（区）１回まで申請ができます。

※消費者ホットライン「188（イヤヤ）」もご活用ください

補助金額

装置の購入設置にあたって個人（区）が
負担した額の４／５
上限額
①防犯カメラ ……………………   340,000円
②特殊詐欺防止用電話機器等 ……… 6,000円
③防犯用具 …………………………  16,000円

問合せ先▶総務課　☎76‒0501

◀詳しくは町ホームページを
　ご覧ください。

◀詳しくは町ホームページを
　ご覧ください。

問合せ先▶経済課　☎76‒1812 問合せ先▶教育委員会　☎76‒0509

◀消費生活相談について、
　詳しくは東三河広域連合ＨＰを
　ご覧ください。

国 語

今
月
の
特
集

ま
ち
の
話
題

暮
ら
し
の
情
報

そ
の
他

お
知
ら
せ

ほ
っ
と
ニ
ュ
ー
ス
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　町では、東栄町在住の方で、移動手段がなく、交通機関等を利用している方に対して、
東栄ひだまりプラザの利用時にシニアカーの貸出しを行う事業を行います。貸し出しに先立って、シニ
アカーの操作研修と交通安全教室を開催します。運転免許証の返納を考えていらっしゃる方、一度シニ
アカーに乗ってみたいと考えていらっしゃる方、現在シニアカーを利用しているけれど、操作方法を学
びたい方などシニアカーに興味のある方ならどなたでもご参加いただけます。是非この機会にご参加く
ださい！

シニアカーに乗ってみませんか？

　差別や暴行、虐待、職場でのセクハラやパワ
ハラ、体罰やいじめ、インターネットによる誹
謗中傷等でお悩みの方は、下記人権擁護委員又
は、相談所へお気軽にご相談ください。
　相談は無料で、秘密は厳守します。

問合せ先▶名古屋法務局新城支局　☎0536‒22‒0437

人権イメージキャラクター

人ＫＥＮまもる君 人ＫＥＮあゆみちゃん

応募及び問合せ先▶名古屋法務局新城支局
〒441－1358　新城市字八幡11‒２

☎0536‒22‒0437

６月１日は
人権擁護委員の日です 　今年も全国中学生人権作文コンテスト愛知県

大会を行います。中学生の皆さんからのご応募
お待ちしています。

「いじめ」、「高齢者」、「障害のある人」、「性的マイノリ
ティ」など、人権に関することについてです。詳細
は、名古屋法務局のＨＰをご覧ください。

法務局からのお知らせ

令和６年６月４日（火）　10：00～15：00
★特設人権相談
日　時

令和６年６月３日（月）～９月13日（金）
（法務局必着）

募集期間

愛知県内の中学校及び特別支援学校の
中学部に在学する生徒が対象です。
400字詰原稿用紙５枚以内で、各学校
を通じて提出してください。

応募規定

作文のテーマ

東栄町役場　小会議室場　所

岡田さとみ　　山本　貴子 
原　さき子　　和合真由美

人権擁護委員

第１回／６月７日（金）　10：00～11：00
第２回／７月５日（金）　10：00～11：00

日　時

東栄ひだまりプラザ駐車場（雨天の場合は東栄ドーム）

※事前に申し込みが必要です。
※申し込みが定員数より少ない場合は当日参加可能
　です。
※先着順となりますので参加したい方は早めに申込
　みお願いします。

会　場
各日10名程度定　員

申込み・問合せ先▶福祉課　☎76‒1815／ＦＡＸ：76‒1811

　振草川漁業協同組合では大千瀬川流域の河川環境整備活動として、今年度２回目
の草刈り活動を行います。町民の皆様のご協力をお願いします。

河川草刈り活動へのご協力のお願い

ご協力いただける方はご連絡ください▶東栄町商工会　☎76‒0530

６月23日（日）　予定
詳細は後日とうえいチャンネルでもお知らせします。

日　時 各地区に分かれます。
※当日８：00までに千代姫販売所前に
　集合してください。

場　所

人権擁護委員は
あなたの街の身近な相談パートナーです

今
月
の
特
集

ま
ち
の
話
題

ほ
っ
と
ニ
ュ
ー
ス

暮
ら
し
の
情
報

そ
の
他

お
知
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○
学
卒
求
人
に
つ
い
て

　
令
和
７
年
３
月
中
学
・
高
等
学
校
卒
業

予
定
者
を
対
象
と
し
た
求
人
受
付
が
６

月
３
日（
月
）よ
り
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

事
業
主
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

よ
り
多
く
の
求
人
提
出
の
ご
検
討
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

○
外
国
人
労
働
者
問
題
啓
発
月
間
に
つ
い
て

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
毎
年
６
月
を
「
外

国
人
労
働
者
問
題
啓
発
月
間
」
と
定
め
、

事
業
主
団
体
な
ど
の
協
力
を
い
た
だ
き
、

労
働
条
件
な
ど
の
ル
ー
ル
に
基
づ
い
た

外
国
人
雇
用
等
に
つ
い
て
周
知
・
啓
発

活
動
を
行
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し

て
は
、
愛
知
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
城

　
　
　
　
０
５
３
６
・
２
２
・
１
１
６
０

危
険
物
安
全
週
間

事
業
主
の
皆
様
へ

普
通
救
命
講
習
会

　
新
城
市
消
防
署　
東
栄
分
署

　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
６
・
１
９
１
１

○
日　
時　
７
月
７
日（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
〜
正
午

○
場　
所　
消
防
署　
東
栄
分
署

○
内　
容

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
成
人
に
対
す
る
心
肺

蘇
生
法
、
止
血
法
、
異
物
除
去
法
な
ど

を
実
施　

○
定　
員　
10
人

　
　
　
　
　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

○
費　
用　
無
料

○
申　
込

　
７
月
４
日（
木
）ま
で
に
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
出
動
等
で
不

在
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
持
ち
物　
動
き
や
す
い
服
装

○
そ
の
他

　
講
習
中
の
ケ
ガ
に
つ
き
ま
し
て
は
応
急

処
置
を
行
い
ま
す
が
、
そ
の
後
の
治
療

は
各
自
で
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
せ
先

令
和
６
年
度　
応
急
手
当

普
及
員
講
習
Ⅰ
の
案
内

〇
持
ち
物
等

　
筆
記
用
具
・
動
き
や
す
い
服
装

○
そ
の
他

　
消
防
署
で
は
、
応
急
手
当
指
導
者
標
準

テ
キ
ス
ト
の
販
売
・
貸
出
を
お
こ
な
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。

　
昼
食
は
各
自
で
ご
用
意
い
た
だ
く
か
、

付
近
の
飲
食
店
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
等
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
講
習
中
の
け
が
に
つ
き
ま
し
て
は
、
応

急
処
置
を
行
い
ま
す
が
、
そ
の
後
の
治

療
は
各
自
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
気
象
警
報
等
発
令
時
は
、
講
習
を
中
止

す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

●
申
込
・
問
合
せ
先

　
新
城
市
消
防
署
豊
根
出
張
所

　
　
　
　
０
５
３
６
・
８
５
・
１
１
９
９

　
応
急
手
当
普
及
員
講
習
と
は
、
お
住
い

の
地
域
や
事
業
所
で
応
急
手
当
を
指
導
す

る
応
急
手
当
普
及
員
を
養
成
す
る
た
め
の

講
習
会
で
す
。
こ
の
講
習
を
受
講
し
試
験

に
合
格
す
る
と
、
新
城
市
消
防
長
か
ら
応

急
手
当
普
及
員
と
し
て
認
定
証
が
交
付
さ

れ
、
救
命
講
習
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。

○
参
加
条
件

　
新
城
市
消
防
署
管
内
（
新
城
市
、
設
楽

町
、
東
栄
町
、
豊
根
村
）
に
在
住
ま
た

は
在
勤
で
救
命
講
習
の
開
催
を
希
望
さ

れ
る
方

　
１
日
８
時
間
の
講
習
を
３
日
間
受
講
可

能
な
方

　
応
急
手
当
指
導
者
標
準
テ
キ
ス
ト
（
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
２
０
２
０
対
応
）
を
ご
用

意
で
き
る
方

○
日　
時　
令
和
６
年
８
月
２
日（
金
）

　
　
　
　
　
令
和
６
年
８
月
５
日（
月
）

　
　
　
　
　
令
和
６
年
８
月
６
日（
火
）

　
　
　
　
　
９
時
〜
17
時
ま
で

○
場　
所　
新
城
市
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
新
城
市
平
井
字
新
栄
83
番
地
）

○
講
習
内
容

　
基
礎
医
学
（
人
体
の
構
造
、
感
染
防

止
）
と
応
急
手
当
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方

法
を
含
む
）
の
実
技
や
指
導
方
法
、
試

験
等

○
定　
員　
20
人

○
受
講
料　
無
料

○
受
付
締
め
切
り
日　
６
月
30
日（
日
）

⑹
容
器
は
、
地
震
等
に
よ
り
容
易
に
転
落
、

転
倒
又
は
落
下
物
に
よ
り
損
傷
を
受

け
な
い
よ
う
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

　
危
険
物
は
、
日
常
生
活
に
必
要
不
可
欠

な
物
で
す
が
、
取
扱
い
を
誤
る
と
、
重
大

な
災
害
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
安
全
な
生

活
、
大
切
な
命
を
守
る
た
め
に
、
正
し
く

取
扱
い
ま
し
ょ
う
。

　
危
険
物
を
貯
蔵
・
取
扱
う
場
合
は
、
細

か
く
位
置
・
構
造
・
設
備
等
の
規
制
が
あ

り
ま
す
の
で
詳
細
は
消
防
本
部
予
防
課
危

険
物
係
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
せ
先

　
新
城
市
消
防
本
部
予
防
課
危
険
物
係

　
　
　
　
０
５
３
６
・
２
２
・
４
８
０
９

令
和
６
年
度
危
険
物
安
全
週
間
推
進
標
語

「
次
世
代
へ

　
　
つ
な
ご
う
無
事
故
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
い
地
球
」

　
６
月
２
日（
日
）か
ら
８
日（
土
）ま
で
、

危
険
物
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
と
啓
発
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
全
国
的
に
危
険
物

安
全
週
間
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
農
業
、
レ
ジ
ャ
ー
又
は
暖
房
器
具
等
の

使
用
で
家
庭
で
ガ
ソ
リ
ン
（
混
合
燃
料
）、

軽
油
、
灯
油
等
を
保
管
す
る
こ
と
が
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
保
管
状
況
は
適
正
で
す

か
？
　
こ
れ
ら
は
、
消
防
法
上
で
「
危
険
物
」

と
さ
れ
て
お
り
、
一
定
量
以
上
の
貯
蔵
・

取
扱
い
を
す
る
場
合
は
、
許
可
や
届
出
が

必
要
で
す
。　
　

※

一
定
量
以
上
と
は
、
例
え
ば
、
一
般
家

庭
で
は
ガ
ソ
リ
ン
（
混
合
燃
料
）
は
、

１
０
０
リ
ッ
ト
ル
以
上
、
軽
油
・
灯

油
で
は
、
５
０
０
リ
ッ
ト
ル
以
上
で

す
。

　
危
険
物
を
貯
蔵
・
取
扱
う
場
所
で
は
、

数
量
に
関
わ
ら
ず
、
次
の
よ
う
な
規
制
が

あ
り
ま
す
。

⑴
み
だ
り
に
火
気
を
使
用
し
な
い
。

⑵
常
に
整
理
及
び
清
掃
を
行
う
と
と
も
に
、

み
だ
り
に
空
箱
そ
の
他
不
要
な
物
件

を
置
か
な
い
。

⑶
危
険
物
が
漏
れ
、
あ
ふ
れ
、
飛
散
し
な

い
よ
う
に
す
る
。

⑷
容
器
は
、
危
険
物
の
性
質
に
適
応
し
、

か
つ
破
損
、
腐
食
が
な
い
も
の
を
使

用
す
る
。

⑸
容
器
は
、
み
だ
り
に
転
倒
、
落
下
等
粗

暴
な
行
為
を
し
な
い
。

ほ　
し

今
月
の
特
集

ま
ち
の
話
題

ほ
っ
と
ニ
ュ
ー
ス

お
知
ら
せ

そ
の
他

暮
ら
し
の
情
報
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告

小
学
生
ま
ち
め
ぐ
り
体
験

　
５
月
13
・
14
日
に
東
栄
小
学
校
で

ま
ち
め
ぐ
り
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
電
動
ア

シ
ス
ト
自
転
車
を
使
っ
た
ま
ち
め
ぐ

り
コ
ー
ス
と
、
ま
ち
歩
き
コ
ー
ス
の

２
つ
の
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
ま
ち
め

ぐ
り
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

自
転
車
コ
ー
ス
で
は
月
地
区
へ
、
ま

ち
歩
き
コ
ー
ス
で
は
中
設
楽
地
区
へ

行
き
ま
し
た
。

　
電
動
ア

シ
ス
ト
自

転
車
に
乗

る
の
が
初

め
て
と
い

う
生
徒
も

多
く
、
坂

道
も
無
理

な
く
漕
げ

る
こ
と
に

驚
い
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
私
た
ち

で
は
普
段
目
を
向
け
な
い
場
所
や
植

物
に
興
味
を
持
ち
、
立
ち
止
ま
っ
て

観
察
す
る
子
ど
も
た
ち
の
様
子
も
見

ら
れ
ま
し

た
。

　
加
え
て
、

地
元
の
方

に
も
協
力

し
て
い
た

だ
き
ま
ち

の
歴
史
に

つ
い
て
教

え
て
も
ら

い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
か
ら
は

「
初
め
て
知
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

っ
て
面
白
か
っ
た
」「
昔
の
東
栄
町
を

も
っ
と
知
り
た
い
と
思
っ
た
」
と
い

っ
た
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
ま
ち
め
ぐ
り
を
通
し
て
、

自
分
た
ち
の
住
む
ま
ち
を
ま
た
違
う

視
点
で
見
る
い
い
き
っ
か
け
に
な
っ

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
、「
東
栄
町
の
こ
こ
が
好

き
！
」
と
思
え
る
場

所
が
増
え
て
い
く
と

嬉
し
い
で
す
。

　
　
　
　
　
協
力
隊　
堀
尾　
歩
見

　
こ
ん
に
ち

は
。
皆
さ
ん

ご
存
じ
の
方

も
多
い
と
思

い
ま
す
が
、

社
会
福
祉
協

議
会
の
尾
崎
で
す
。

　
４
月
か
ら
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
で
働
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
今
ま
で
ど
お
り
各
地

区
の
お
い
で
ん
家
で
皆
さ
ん
と
一
緒
に

ゲ
ー
ム
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
体
や
頭
を
使
い
な
が
ら
、
皆
さ
ん
と

笑
い
合
い
な
が
ら
過
ご
す
時
間
は
、
私

に
と
っ
て
と
て
も
有
意
義
な
時
間
で
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
皆
さ
ん
同
士
で
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
穏
や

か
に
楽
し
く
暮
ら
し
て
い
る
事
こ
そ
が
、

何
よ
り
の
介
護
予
防
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
ま
た
、
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
お

宅
に
訪
問
し
、
お
話
を
聞
か
せ
て
も
ら

う
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
東
栄
町

で
自
分
な
り
に
で
き
る
こ
と
を
見
つ
け

な
が
ら
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
こ
れ
か
ら

も
楽
し
く
過
ご
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
引
き
続
き
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

東
栄
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す

こ
ん
に
ち
は
！

問
合
せ
先　
東
栄
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　
☎
７
６
・
１
７
４
０

問
合
せ
先　
東
栄
町
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会

☎
７
６
・
１
７
８
０

今
月
の
特
集

ま
ち
の
話
題

ほ
っ
と
ニ
ュ
ー
ス

お
知
ら
せ

暮
ら
し
の
情
報

そ
の
他
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田口高校からこんにちは

中学校

東
栄
中
学
校
の
よ
さ
を
生
か
し
て

　
24
名
の
新
入
生
を
迎
え
、
全
校

生
徒
58
名
で
令
和
六
年
度
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　
本
年
度
も
、

「
出
会
い
」、「
ふ
れ
合
い
」、「
学
び
愛
」

を
重
点
目
標
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
入
学
式
で
緊

張
し
て
い
た
一

年
生
は
、
学
校

生
活
に
も
慣
れ
、

毎
日
元
気
い
っ

ぱ
い
過
ご
し
て

い
ま
す
。
わ
か

ら
な
い
こ
と
は
、

上
級
生
や
先
生
に
聞
き
な
が
ら
、

新
生
活
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま

す
。
部
活
動
に
も
目
標
を
も
ち
、

真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
る
姿
が
見

ら
れ
ま
す
。

　
二
年
生
は
、

い
つ
も
明
る
く
、

元
気
な
学
年
で

す
。
先
輩
と
し

て
の
心
が
芽
生

え
、
委
員
会
活

動
や
部
活
動
で
、

一
年
生
に
優
し
く
教
え
る
姿
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
三
年
生
を
助
け
、

学
校
を
盛
り
立
て
て
い
ま
す
。

　
三
年
生
は
、
学
校
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
、
積
極
的
に
指
示
を
出
し

な
が
ら
、
後
輩
と
一
緒
に
汗
を
流

し
て
い
ま
す
。
13
人
と
最
も
人
数

の
少
な
い
学
年
で
す
が
、
東
栄
中

学
校
を
昨
年
度
以
上
に
素
晴
ら
し

い
学
校
に
し
よ
う
と
頑
張
っ
て
い

ま
す
。

　
本
年
度
か
ら
、
東
栄
町
で
は
、

「
と
う
え
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク

ー
ル
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
地
域

の
皆
様
方
と
の

「
出
会
い
」、「
ふ
れ
合
い
」、「
学
び
愛
」

を
し
な
が
ら
、
と
も
に
地
域
で
学

べ
る
よ
う
な
学
習
環
境
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
温
か
い

ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

小学校 東
栄
っ
こ
通
信

入
学
式
・
始
業
式

４
月
４
日（
木
）に
、
入
学
式
・
始

業
式
を
行
い
ま
し
た
。
10
名
の
新

入
生
と
２
名
の
転
入
生
を
迎
え
、

全
校
児
童
91
名
で
令
和
６
年
度
が

ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　
緊
張
し
た

面
持
ち
で
入

場
し
た
新
入

生
も
、
し
だ

い
に
表
情
が

和
ら
ぎ
、
呼

名
さ
れ
る
と

元
気
に

返
事
を

し
て
い

ま
し
た
。

ま
た
、

在
校
生
は
進
級
の
日
を
迎
え
た
や

る
気
に
満
ち
た
頼
も
し
い
返
事
を

聞
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
は
つ
ら

つ
と
響
い
た
児
童
会
執
行
部
に
よ

る
新
入
生
を
迎
え
る
言
葉
は
、
新

入
生
に
安
心
感
を
与
え
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
の
後
の
学
級
開
き
は
、
児
童
、

担
任
と
も
に
笑
顔
が
溢
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
新
た
な
気
持
ち
で
今
年
度
が

始
ま
り
ま
し
た
。

今日から１年生！

姿勢よく入場！

式が終わってほっとしました

部活動の様子

委員会の様子

入
学
式
（
４
月
８
日（
月
））

　

４
月
８
日（
月
）、普
通
科
７
名
、
林
業
科
10

名
の
計
17
名
の
新
入
生
が
田
口
高
校
の
門
を
く

ぐ
り
ま
し
た
。
新
入
生
を
代
表
し
て
田
中
凜
也

さ
ん
（
林
業
科
）
が
校
訓
の
も
と
に
、
高
い
目

標
を
掲
げ
て
自
ら
を
鍛
え
、
努
力
し
て
い
く
こ

と
を
宣
誓
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
ク
ラ
ス
開
き
で
は
、
入
学
式
で
緊

張
し
て
い
た
新
入
生
の
表
情
も
和
ら
ぎ
、
ク
ラ

ス
の
仲
間
と
の
会
話
を
楽
し
む
姿
も
見
ら
れ
ま

し
た
。
正
副
担
任
の
先
生
か
ら
の
あ
い
さ
つ
と

　
今
後
の
予
定
な
ど
説
明
を
受
け
、
登
校
初
日

を
終
え
ま
し
た
。

新入生宣誓をする田中凜也さんクラス開き（普通科）

新
任
式
（
４
月
９
日（
火
））

　
今
年
度
新
た
に
３
名
の
教
職
員
が
着
任
し
、

４
月
９
日（
火
）に
新
任
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

〇
新
し
い
教
職
員

　
壺
内
智
久　
教
頭

　
（
農
業
／
安
城
農
林
高
校
か
ら
）

　
深
田
義
孝　
教
諭

　
（
数
学
／
常
滑
高
校
か
ら
）

　
樋
口　
毅　
主
査

　
（
事
務
主
査
／
加
茂
丘
高
校
か
ら
）

　
地
域
の
皆
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

始
業
式
（
４
月
９
日（
火
））

　
入
学
式
の
翌
日
に
は
、
始
業
式
や
新
入
生
と

在
校
生
と
の
対
面
式
、
山
嶺
教
室
と
の
顔
合
わ

せ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
１
年
生
18
人
と
２
年
生
24
人
、

３
年
生
23
人
の
合
計
65
人
で
新
年
度
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

左から　田中和宏校長、壺内智久教頭、深田義孝教諭始業式の様子

今
月
の
特
集

ま
ち
の
話
題

ほ
っ
と
ニ
ュ
ー
ス

お
知
ら
せ

暮
ら
し
の
情
報

そ
の
他
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設
楽
警
察
署

〜
覚
醒
剤
、
大
麻
等
の

　
　
　
　
　
　
　
乱
用
を
な
く
そ
う
〜

薬
物
乱
用
は

　
「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。
」

ふ
る
さ
と
歌
壇

一
面
に
葉
先
揃
え
て
広
が
れ
る
浅
葱
畑
に
桜
舞
い
散
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤　
清
子

富
士
山
が
見
え
る
と
聞
い
て
走
り
出
す
第
３
病
棟
長
い
廊
下
を　
　
　
　
　
　
佐
々
木
秀
子

風
そ
よ
ぐ
学
び
の
丘
の
思
い
出
は
内
緒
で
削
っ
た
柱
状
節
理　
　
　
　
　
　
　
小
石　
桂
子

亡
き
歌
友
は
合
同
歌
集
を
携
へ
て
冥
土
の
旅
へ
発
ち
給
ひ
し
や　
　
　
　
　
　
渡
辺　
禮
子

五
十
年
手
脚
と
な
り
て
感
謝
す
る
無
事
故
無
違
反
免
許
返
納　
　
　
　
　
　
　
竹
田　
正
子

世
の
中
は
付
か
ず
離
れ
ず
身
を
任
す
名
も
な
き
川
の
花
筏
か
な　
　
　
　
　
　
小
野
田
博
文

枝
垂
れ
桜
優
し
き
和
風
と
弧
を
描
き
見
あ
げ
る
人
を
抱
き
し
め
て
い
る　
　
　
内
藤　
久
代

う
ぐ
い
す
は
ど
こ
に
い
る
の
か
見
え
ぬ
け
ど
人
の
姿
を
見
れ
ば
よ
く
鳴
く　
　
杉
野
み
つ
子

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
思
い
や
感
じ
た
こ
と
を
短
歌
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
合
せ
先　
０
８
０
・
１
６
２
４
・
１
６
８
５
（
佐
々
木
）

ア
サ
ツ
キ

と

も

か

ぜ

こ
ち
ら

◎
薬
物
乱
用
の
実
態

　
　
日
本
は
、
覚
醒
剤
、
大
麻
等
の
大
き
な
消
費

国
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
愛
知
県
内
で
覚
醒
剤
等
の
薬
物
事
犯
で
検
挙

さ
れ
た
人
は
、
平
成
８
年
以
降
、
ず
っ
と
１
，

０
０
０
人
を
超
え
る
高
水
準
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
　
薬
物
乱
用
の
恐
ろ
し
さ
は
、
何
度
で
も
繰
り

返
し
使
用
し
た
く
な
る
性
質
、
つ
ま
り
、　
依

存
性　
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
　
繰
り
返
し
使
用
す
る
う
ち
に
、
薬
物
の
中
毒

症
状
と
し
て
、「
殺
さ
れ
る
」「
つ
け
ら
れ
て
い
る
」

「
見
張
ら
れ
て
い
る
」
な
ど
と
い
っ
た
妄
想
や

幻
覚
が
現
れ
ま
す
。

　
　
薬
物
の
乱
用
は
、
無
関
係
の
人
々
を
巻
き
込

む
殺
人
や
放
火
な
ど
の
二
次
犯
罪
を
引
き
起
こ

し
、
社
会
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
た
り
、
家
庭
の

崩
壊
を
招
い
た
り
、
そ
の
悲
劇
は
本
人
の
み
に

は
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。

◎
覚
醒
剤
等
の
薬
物
追
放
に
ご
協
力
を

　
　
覚
醒
剤
等
の
薬
物
を
社
会
か
ら
追
放
す
る
た

め
に
は
、
あ
な
た
自
身
が
甘
い
誘
い
に
の
ら
な

い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
あ
な
た
の
周
り
で
覚
醒

剤
等
の
薬
物
を
扱
っ
て
い
る
人
を
見
た
り
聞
い

た
り
し
た
と
き
は
、
警
察
本
部
か
最
寄
り
の
警

察
署
、
交
番
、
駐
在
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

運転免許更新のご案内

問合せ先　設楽警察署交通課　0536‒62‒0110

４
月
詠
草

令
和
６
年
４
月 

犯
罪
事
故
発
生
件
数

◎
刑
法
犯
総
数

　
・
窃
盗
犯

　
　
（
自
動
車
関
連
窃
盗
）

　
・
特
殊
詐
欺

１
件（
２
）

１
件（
１
）

０
件（
０
）

０
件（
０
）

１
件（
４
）

１
件（
３
）

◎
人
身
事
故
件
数

　
・
死
者
数

　
・
負
傷
者
数

０
件（
０
）

０
人（
０
）

０
人（
０
）

３
件（
３
）

５
件（
５
）

◎
物
損
事
故
件
数

３
件（
23
）
15
件（
85
）

東
栄
町
内

※

（　
）
内
は
１
月
か
ら
の
累
積

※

警
察
本
部
が
公
表
す
る
４
月
中
の
犯
罪
発
生
件
数
に
遅
れ
が

　
生
じ
た
た
め
３
月
中
の
発
生
状
況
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

郡
　
内

・運転免許更新予約制度が始まっています。 
・運転免許証の更新をされる方は予約が必要です。
・対象者は、更新時の講習区分が優良、一般、違反者、初回の方です。
※高齢者の方は、高齢者講習が修了していれば、予約なしで更新できます。

○詳しくは愛知県警ＨＰでご確認ください。
　（警察署では予約できません。）　　　
※警察署での更新受付は、すべて平日の正午から午後４時までの間です。

弓
友
会　

月
例
会
成
績
表

弓
友
会　

月
例
会
成
績
表

５
月
９
日 

東
栄
町
弓
道
場

５
月
９
日 

東
栄
町
弓
道
場

男
子　
優
勝　
伊
藤　
　
勉　
　
二
位　
三
城　
信
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
位　
西
林　
信
彦

女
子　
優
勝　
加
藤　
育
代　
　
二
位　
杉
野
き
よ
み

総
合　
優
勝　
三
城　
信
和

※

総
合
優
勝
は
、
全
員
参
加
で

　
最
後
ま
で
的
中
し
つ
づ
け
た

　
人
が
優
勝
で
す
。

東
栄
町
囲
碁
の
会

春
季
大
会

春
季
大
会

優
勝　
原
田　
和
人

　
　
　
　
　
　
　
５
勝
１
敗

二
位　
林　
み
ち
子

　
　
　
　
　
　
　
５
勝
１
敗

三
位　
羽
根　
盛
一

　
　
　
　
　
　
　
３
勝
２
敗

令
和
６
年
４
月
13
日（
土
）

会
場　
赤
谷
集
会
所

今
月
の
特
集

ま
ち
の
話
題

ほ
っ
と
ニ
ュ
ー
ス

お
知
ら
せ

暮
ら
し
の
情
報

そ
の
他
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新
着
図
書

大 治 町友好自治体

　大治町では毎年、端午のつるし飾り展を開催してい
ます。五月晴れの空に悠々と泳ぐ鯉のぼりのように、
子どもたちの健やかな成長を願う想いが込められてい
ます。

東栄町図書室
●「人生が充実する」時間のつかい方
　著者：キャシー・ホームズ／出版社：翔泳社
●なぜか感じがいい人の　かわいい言い方
　著者：山﨑拓巳／出版社：サンクチュアリ出版
●ノラネコぐんだん　ぺこぺこキャンプ
　著者：工藤ノリコ／出版社：白泉社

●ノラネコぐんだん　うみのたび
　著者：工藤ノリコ／出版社：白泉社
●パンどろぼうとなぞのフランスパン
　著者：柴田ケイコ／出版社：ＫＡＤＯＫＡＷＡ
●大ピンチずかん
　著者：鈴木のりたけ／出版社：小学館

（　　　　　）

納
税
等

●町県民税
●国民健康保険料
●保育料
●水道使用料（下水・農集排使用料含む）
●住宅使用料
●放課後児童クラブ利用料

納期限：７月１日

人
口
と
世
帯

※東栄町に住所を有し、町外で出生・死亡の届
出をされた方も掲載対象となりますので、掲
載を希望される場合は、お早めに住民課へお
申し出ください。

４月末日現在

※住民基本台帳 ※単位：人

※（　）内は前年度同月による ※単位：人

営業当初からの累計利用者数　4,083,089

前月比
2,757人口

施
設
利
用
の
よ
う
す（
４
月
）

施　設　名
森林体験交流センター
「スターフォーレスト御園」

戸
籍
の
窓
口

４月15日～５月14日受付

令和６年４月の利用者数

33（　　　　　）
４月までの累積利用者数

交流促進センター「千代姫荘」 174（　　　　　）

とうえい健康の館 397（　　　　　）
グリーンハウス（宿泊者） 142（　　　　　）
体育施設 731（　　　　　）

とうえい温泉 11,209（　　　　　）

133

238

295

213

1,178

33（　　　　　）
174（　　　　　）

397（　　　　　）
142（　　　　　）
731（　　　　　）

133

238

295

213

1,178

10,011 10,01111,209

（＋12）

1,344男 （＋5）

1,413女 （＋7）

1,341世帯数

19転入

3転出

1出生

5死亡（＋12）

図書室に置いてほしい本がありましたら、教育委員会までご要望をお寄せください。
問合せ先▶教育委員会　☎76‒0509

●お悔やみ
氏　名 年　齢 住　所

西田　雅子
高津　明博
原田　善覧

御殿
下川
御殿

66歳
73歳
92歳
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6 June.2024
Sun Mon

5 6 7

313029282726

3 4

1

2 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17

24

18 19 20 21 22

25 26 27 28 29

Tue Wed Thu Fri Sat

ペットボトル・白トレイ・乾電池回収日

イベント・事業など

保健事業

子育て支援センター

学校行事

ドレミの会

ゆめ工房

ペットボトル等
回収日
巡回職業相談

ノーメディアデー

行政相談・人権相談

ロコモ体操

住民健診

予防接種

予防接種

シャレおじ＆
美魔女料理教室

乳幼児健診

たんぽぽの会

ロコモ体操
集団がん検診 子育て相談会

たんぽぽの会

たんぽぽの会

たんぽぽの会

おはなし会

にこにこの日

民生委員児童委員
協議会定例会

ゆめ工房

全校奉仕作業
（中学校）

プール前検診①
（小学１～３年生）

住民健診

プール前検診②
（小学４～６年生）

学校公開日
（小学校）

学校訪問
（小中学校）

子育てセミナー
歯科検診（小学校）

水泳学習（小学校）

漢字検定（小学校）

さわやかクラブ

ドレミの会
（川角・下田）

ゆめ工房

ゆめ工房

にこにこの日

ゆめ工房

ドレミの会（全域）

23

30

今
月
の
特
集
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題
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と
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ス
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せ
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の
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報
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　12チャンネルで、様々なまちの情報を配信して
おります。とうえいチャンネルについて、お困りの
方は役場総務課までお問い合わせください。

町からの
情報をチェック！
とうえいチャンネル

　町では、ＳＮＳにより、まちの身近な話題やでき
ごとなど、魅力的な情報をタイムリーに発信してい
ます。

　５月12日（日）、総合グランドで放水訓練が行われたに。
　連携の取れた動きで、スムーズに火点へ放水され心強さを感じたよ！

東栄町公式ＳＮＳ

LINE

Facebook

Ｘ（旧Twitter）

のおでかけ日記オ 二 ス タ ー

地域の安全を守る消防団！

インスタグラム

防 災 士 の 手 帳
時期に合わせた防災品の選定

　災害に備えて各自用意している防災品ですが、季節
によって見直した方が良いものもあります。夏期には
熱中症対策や衛生品、虫対策など考慮して備えておく
と良いかもしれません。
　熱中症対策には塩タブレットや経口補水液など、薬
と同様な感覚で用意しておいた方が良いかもしれませ
ん。衛生品としては、汗を拭くことができるボディシ
ートなどあると不快感が軽減できます。虫対策には、
蚊取り線香や虫除けスプレー、痒み止めなどあると良
いでしょう。顔だけ入れるような蚊帳もあると眠ると
きに便利です。
　他にも、飲料水の追加やこの時期に食べやすいゼリ
ーのような食料。身体を冷やせる道具として冷感タオ
ル（冷却タオル）、団扇や小型電動ファンなども考える
ことができます。

　夏の暑い時期にあな
たはどんなものが必要
ですか？この期に改め
て防災品を見直してみ
るのはいかがでしょう
か。
防災士　永吉　慶一


